
北方生物圏フィールド科学センター
耕地圏ステーション 公開教育プログラム

－北大の牧場・植物園でSDGsを考える－
北海道日高地方の馬生産と絶滅危惧植物の保全

北海道日高地方では，冬季に寡雪な気候とそこに成立した植生を資源として，

19世紀後半から馬生産が行われてきました．本プログラムでは，日高の馬生産の

歴史，森林機能に配慮した林間放牧，植生改変に伴う絶滅危惧植物の保全に

ついて学びます．

開催日程 2022年9月20日（火）～22日（木）
20日 13時，北大札幌キャンパスに集合，研究牧場（新ひだか町）へ移動 【牧場宿泊】
21日 静内研究牧場で実習 【牧場宿泊】
22日 日高地方の植生・放牧地を実見，午後に植物園（札幌）に移動，実習．17時解散

プログラム詳細は下記URLを参照
https://agroecosystem.wixsite.com/website/2022プログラム詳細

募集対象 全国大学の学部生，大学院修士生（学部，専攻不問）

定員 8 名（応募者多数の場合は抽選）

参加費用 8,000円
（交通費［札幌～新ひだか］，宿泊費［20日，21日］，食費［20日夕，21日朝・昼・夕，22日朝・昼］）

申込締切 2022年9月5日（火）
申し込みは下記URLから
https://forms.gle/ZVYzRYvtMrixj41t9

問い合わせ
窓口教員：中村 剛（北大植物園）
メール：2022agroecosystem@fsc.hokudai.ac.jp

※ 新型コロナ感染症の感染拡大状況により中止になることがあります

北大は「THEインパクトランキング2022」*で
総合ランキング世界10位，国内1位

* 大学の社会貢献をSDGsの枠組みで評価
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